
京都のホテル運営会社「レアル」が京都をイメージした

和モダンなホテル風の新オフィス設立
～ロケーション撮影大歓迎！制作サポートのため、新オフィス貸し出します～

当社は事業拡大に伴い、京都市下京区東塩小路町から京都
市下京区綾小路通にオフィスを移転し、ホテル風デザインの
新オフィスを設立いたしました。

新オフィスは、当社が運営する「町家一棟貸しタイプ」や
「ホテルタイプ」の宿泊施設を模したデザインです。

オフィス内には格子や障子などの和テイストに加え、当ブラ
ンドコンセプトである「京都の魅力や職人技術を世界に発信
する」を意識し、京都の老舗企業とのコラボによる絹ガラス
のカウンターや、和傘メーカーの照明器具などを採用いたし
ました。室内空間でありながら、京町家の特徴である「坪
庭」も設けるなど、京都らしさをふんだんに取り入れたオ
フィスに仕上げております。

当社は現在、Rinn（鈴）ブランドで市内35軒の宿泊施設運
営に加え、40施設超の建設プログラムを進行中。2020年ま
でに160棟の町家・ホテルを開業予定しており、年間宿泊者
数は58万4000人を見込んでおります。

今後も社員一人一人が、「京都のまち・ひとを世界とつな
ぐ」ということを常に意識し、世界に誇れる施設を企画・運
営してまいります。

●取材に関するお問い合わせ●
株式会社レアル広報事務局 担当：和田・八尾

TEL：06-4708-3766（平日10時～18時） E-mail:pr@raple.co.jp

●ロケーション撮影に関するお問い合わせ●
株式会社レアル 担当：青木・安藤

TEL：075-354-0700

京都を拠点として、空き家等の遊休地を活用した宿泊施設の企画・運営を行う株式会社レアル(所在地：
京都府京都市下京区童侍者町159番地1四条烏丸センタービル5階、代表取締役社長：児玉舟)はこの度、京
都特有の「和モダン」デザインを意識したホテル風の新オフィスを設立いたしました。

2018年2月6日
株式会社レアル

■株式会社レアルについて
不動産と建築を主たる事業として2013年2月、京都市に創業いたしました。人口減・少子高齢化が叫ばれ

るなか、空き家の数が急増し社会問題になっており、また、京都のホテル不足が深刻化したことから、空き
家を活用した宿泊施設の設立に軸足を置いた事業を展開してまいりました。空き家物件の取得、オーナー募
集、建築・企画、オープン準備、レセプション、客室管理までを自社で一貫して請け負い、新しいビジネス
モデルを確立しています。
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■テーマは「和モダン」 京都にホテル風オフィス誕生



是非、貴社媒体でお取扱い頂きますようお願い申し上げます。
ご不明点などございましたら、お気軽にお問い合わせくださいませ。

●取材に関するお問い合わせ●
株式会社レアル広報事務局 担当：和田・八尾

TEL：06-4708-3766（平日10時～18時） E-mail:pr@raple.co.jp

●ロケーション撮影に関するお問い合わせ●
株式会社レアル 担当：青木、安藤

TEL：075-354-0700

新オフィスは、ドラマやCMなどの映像撮影や雑誌などの写真撮影で「町家」や「ホテル」に関するもの
の制作に協力したいと思っております。ぜひ、お問い合わせくださいませ。

＜ロケ地詳細情報＞
【住所】京都府京都市下京区童侍者町159番地1四条烏丸センタービル5階
【撮影可能日時】要相談
【料金】要相談
【申し込み期限】1カ月前まで
【撮影可能場所】
エントランス、応接室、会議室

【会社HP】https://www.real-ec.co.jp/

■ロケーション撮影も大歓迎！和モダンなホテル風新オフィス、貸し出します

※京都市営地下鉄四条駅4番出口 徒歩2分
※阪急京都線烏丸駅2番出口 徒歩3分

①「社員はホテル泊まり放題」制度
当社で働く社員は、京都市内にある当社運営のホテルや町家に、割引価格で泊まることができるという制度です。
（※空室の場合のみ）

②「リゾート視察手当」制度
他社宿泊施設の視察補助金制度として、他社の宿泊施設（ホテル、ゲストハウスなど）を視察したときに、宿泊
料金の一部が補助金として支給されます。プライベート旅行を楽しみながら、他社のホテルの良いところなどに
刺激を受け、日々の業務に生かしてもらえたらと考えております。

■「社員はホテル泊まり放題」「リゾート視察手当」などユニークな社内制度・福利厚生も

当社は今後、ホテル運営ならではのユニークな社内制度・福利厚生の制度を導入する予定です。
社員が働きやすい環境を整備し、社員の帰属意識や生産性の向上、モチベーションアップにつながればと
考えております。

「Rinn Gion bishamon」「鈴 東福寺鴨川」「Rinn Mibu-dera」


